
Ⅱ 調査結果の概要

１ 中学校卒業者の状況

平成20年３月の県内国・公・私立中学校の卒業者総数は 64,688 人で、前年より1,079 人減少し

ました。昨年１８年ぶりに増加しましたが、今年は再び減少に転じました。

卒業者総数はピーク時（平成元年３月の 115,584 人）の 56.0 ％になりました。

表１ 中学校卒業者の進路状況の推移 －上段‥人数(人)、下段‥卒業者総数に占める割合(%)－

（注）「就職者Ｃ」は、就職進学者を含まない。

(1) 進学者

高等学校等進学者は 63,381 人で、前年より 981 人減少しました。進学率は 98.0 ％で、前年

より 0.1 ポイント上昇し、過去最高値と同率になりました。

図１ 進学率の推移
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(2) 専修学校、各種学校等への進学・入学者

専修学校、各種学校への進学・入学者及び公共職業能力開発施設等入学者は 185 人で、前年よ

り 11 人減少しました。卒業者総数に占める割合は 0.3 ％で、前年と同じでした。

(3) 就職者

就職者総数は 489 人（就職進学者を含む）で、前年より 71 人減少しました。就職率（卒業者

総数に占める就職者総数の割合）は 0.8 ％で、前年より 0.1 ポイント低下しました。

図２ 就職者総数及び就職率の推移（就職進学者を含む）

(4) 無業者

無業者は 651 人で、前年より 12 人減少しました。卒業者総数に占める割合は 1.0 ％で、前

年と同じでした。

内訳は、進路未定者が 216 人で最も多く、次いで家事手伝いが 185 人でした。

表２ 無業者の内訳 －上段‥人数(人)、下段‥無業者数に占める割合(%)－
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２ 中学校卒業者の進学状況

(1) 高等学校全日制課程への進学者

高等学校全日制課程への進学者は 60,574 人で、前年より 1,250 人減少しました。卒業者総数

に占める割合は 93.6 ％で、前年より 0.4 ポイント低下しました。

県内の公立高等学校全日制課程への進学者は 39,003 人で、前年より 622 人減少しました。全

日制課程への進学者に占める割合は 64.4 ％で、0.3 ポイント上昇しました。

県内の私立高等学校全日制課程への進学者は 15,554 人で、前年より 374 人減少しました。

全日制課程への進学者に占める割合は 25.7 ％で、前年より 0.1 ポイント低下しました。

県外の高等学校全日制課程への進学者は 5,863 人で、前年より 259 人減少しました。

都県別にみると、東京都への進学者が 4,787 人で最も多く、全体の 81.6 ％を占めています。

次いで栃木県が 337 人、5.7 ％でした。

また、県外の高等学校全日制課程への進学者のうち、93.6 ％に当たる 5,485 人が私立への進

学者でした。

表３ 高等学校全日制課程への進学状況の推移（所在地・設置者別）

図３ 高等学校全日制課程への進学状況の推移（所在地・設置者別）
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表４ 県外の高等学校全日制課程への進学状況の推移

(2) 高等学校定時制課程及び通信制課程への進学者

高等学校定時制課程への進学者は 1,319 人で、前年より 258 人増加しました。卒業者総数に

占める割合は 2.0 ％で、前年より 0.4 ポイント上昇しました。

高等学校通信制課程への進学者は 937 人で、前年より 2 人増加しました。卒業者総数に占め

る割合は 1.4 ％で、前年と同じでした。

図４ 高等学校定時制課程及び通信制課程への進学率（卒業者総数に占める割合）の推移

３ 特別支援学校中学部卒業者の進路状況

平成20年３月の県内国・公・私立特別支援学校中学部の卒業者総数は 358 人で、前年より 38 人

増加しました。特別支援学校中学部卒業者のうち、進学者は 355 人です。進学率は 99.2 ％で、前

年より 1.7 ポイント上昇しました。

４ 旧通学区域における他通学区域への進学状況

県内公立高等学校全日制課程普通科進学者のうち、旧通学区域における他通学区域の学校へ進学

した者は 729 人で、前年より 73 人増加しました。県内公立高等学校全日制課程への進学者（

39,003人）に占める割合は 1.9 ％で、前年より 0.2 ポイント上昇しました。

通学区域間の動きは、第１通学区域南部と第２通学区域中部の相互間、第１通学区域北部と第８

通学区域北部の相互間などで多くなっています。

（参考）旧通学区域について

以前は、公立高等学校全日制課程普通科に進学しようとする者は、本人が居住する市町村によって定められた

通学区域内の学校を選ばなければなりませんでした。平成１６年度の入学者選抜からこの制度が廃止され、県内

のどこからでも公立高等学校を受検することが可能となりました。（旧通学区域の一覧は４０ページ参照）
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